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研究成果の概要（和文）：本研究は大学のIR担当者の能力と大学執行部の期待の関係について、大学の設置形態
（国立・公立・私立）と規模（学士課程の収容定員）による違いに着目して検証を行った。アンケート調査の結
果、大学執行部はIR担当者に幅広い活動を期待しており、設置形態や規模によって期待する具体的な活動内容に
は差異があることが示された。また、大学執行部の期待と現状の一致度は全体的に高かったものの、設置形態や
規模によって差異が見られた。公立大学と小規模大学では比較的一致度が低く、これは人員配置の問題と関連し
ている可能性が示唆された。本研究は、各大学が自大学の状況に適したIR活動を展開する上での有益な視点を提
供するものである。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship between the competencies of 
Institutional Research (IR) personnel in universities and the expectations of executive bodies. We 
considered the influence of the universities' establishment type (national, public, private) and 
scale, measured by undergraduate student capacity. Our survey uncovered diverse expectations for IR 
activities, varying with the universities' type and scale. Although there was a high degree of 
congruence between these expectations and the existing state of affairs, notable differences emerged
 according to university type and size. Notably, public universities and smaller universities showed
 less alignment, potentially indicating staffing challenges. This research provides insights to help
 universities develop IR activities that best suit their needs.

研究分野： 高等教育学

キーワード： IR　Institutional Research　大学執行部の期待　IR担当者の専門性　訪問調査・ヒアリング調査　大
学の規模　設置形態（国立大学／公立大学／私立大学）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は大学のIR担当者の能力と大学執行部の期待の関係について、大学の設置形態と規模による違いに着目し
て検証した。アンケート調査の結果、大学の設置形態と規模により、期待と現状の関係性に差異があることが示
唆された。
学術的には、IR活動の質的向上と効果的な人員配置について新たな視点を提供した。大学経営におけるデータに
基づく意思決定を支えるための重要な知見を提供することで、教育研究の改善に寄与した。
社会的には、本研究は各大学が自大学の状況に応じた最適なIR活動を展開していくための手がかりを提供する。
本研究によって、より効果的な大学運営が可能となり、大学教育の質向上につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

IR は日本の高等教育政策の中で重要な政策と位置づけられ、教育の内部質保証と三つのポリ
シーなど社会的要請が高まる一連の大学改革を推進させるものである。その体制整備として量
的拡大の政策がとられ、IR 担当者・組織は急増した。教育研究や経営の改善を具体的に促すこ
と、つまり IR 活動の質的向上が急務となり、専門性を備えた IR 人材の育成と活用が必要とな
っている。 
研究代表者らは過去に、日本における IR 担当者の専門性の実態について体系的な全国調査を

日本で初めて行い、統計スキルの高い IR 担当者が採用されていることを明らかにしていた。一
方で、同調査において、大学側の期待と IR 担当者が持つ専門性に齟齬があり、IR 担当者の専門
性が十分に発揮されていない状況が示唆されていた。 

IR 活動の内容はそれぞれの大学が置かれた状況に依存していることが指摘されている。具体
的には、中途退学や入試募集、学修成果の可視化や教員の教育改善、認証評価や内部質保証の体
制整備など、抱える課題の深刻さや関心の濃淡は大学によって異なる。また、意思決定プロセス
自体や、そのプロセスにおける IR 組織の位置づけ、データ蓄積の整備状況、IR 担当者の採用方
針など環境面でも大学ごとの差異は大きい。 
そのような文脈の多様性に対して、統計の知識・スキルを強調した採用だけでは、大学側の期

待と IR 担当者の専門性が合致しないのは当然と言える。そこで、「大学が期待する成果」、「必
要となる専門性」、「IR 担当者が実際に持つ専門性」の相互構造に着目し、IR の専門性が大学の
文脈に合致して活用されるための促進・阻害要因を解明することで、ミスマッチを解消すること
を目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、IR 人材と大学側の期待のミスマッチを解消するための視点を提供すること

であった。IR 活動が有効に機能するためには、専門性を備えた人材がいるだけでは不十分であ
り、その専門性がそれぞれの大学の文脈に合致する必要がある。本研究は「大学が期待する成果」、
「必要となる専門性」、「IR 担当者が実際に持つ専門性」の相互構造に着目した。 
 
３．研究の方法 
 まず、 国内の大学を訪問調査し、IRの専門性活用を促進・阻害する要因に関して、アンケー
ト調査で問うべき内容を探索的に検討した。対象校は 2年間で 12校であり（国公私立それぞれ
4 校）、西日本方面の 6 校を研究代表者が担当し、東日本方面の 6 校を研究分担者が担当するこ
とを予定していた。調査対象者は大学側の期待を尋ねるために、教学や入試等を担当する副学長
とし、半構造化面接法で聞き取りを行った（聞き取ったことの類似点・相違点をマトリックスで
整理し促進要因と阻害要因を抽出した）。なお、新型コロナウイルス感染症の拡大により、当初
計画していた訪問調査（対面形式）、アンケート調査は予定よりも後ろ倒しで実施した。訪問調
査については、2021年度にWeb会議システムもしくはメールによるヒアリング調査で代替した。 
 
４．研究成果 
 全国の大学執行部を対象にアンケート調査を行い、IR 担当者に期待される能力や活動、大学
執行部の期待に応えられているか、そしてどのように配置されているか等について調査した。回
答率は 25.8%（197 校）であり、内訳は設置形態別では国立 14.2%（28 校）、公立 17.8%（35 校）、
私立 68.0%（134 校）、大学規模別では大規模 9.6%（19 校）、中規模 19.8%（39 校）、小規模 70.6%
（139 校）であった。調査結果の概要としては、大学の設置形態（国立、公立、私立）と大学規
模（学士課程の収容定員による）によって一部違いがあり、特に公立大学と小規模大学では期待
と現状の齟齬が見られた。 
 以下に調査の観点別の結果を示す。そして、本研究の学術的意義、社会的貢献について述べる。 
 
（１）大学執行部は IR担当者にどのような能力・活動を期待しているか 
 設置形態と大学規模を分けずに全体で見ると、IR担当者を配置する際に期待していた活動（①
設計／②収集／③分析／④報告）を尋ねた設問（複数回答可）について（回答数：176 校）、選択
肢の組み合わせで最多は①～④全てに期待していたとの回答（46.0%）であり、次いで多かった
のが②～④に期待していたとの回答（16.5%）であった。このことから、特定の活動ではなく、
幅広い活動が期待されていたことがわかる。選択肢を個別に見ると、①設計が 54.8%、②収集が
73.6%、③分析が 83.2%、④報告が 65.5%であり、分析への期待が高い一方で設計への期待は比較
的低かった。それらの選択肢の組み合わせの傾向、個別の選択肢の傾向は全ての設置形態、大学
規模で同じであった。 
 IR 担当者を配置する際に期待していた活動内容を 10 の選択肢で尋ねた設問（「その他」は自
由記述式；複数回答可）では、設置形態による違いが見られ、最多の選択肢は国立が「データベ
ースに関すること」（64.3%）、公立と私立が「学修成果に関すること」（それぞれ 54.3%、84.3%）



であった。国立の結果は、学内の各種データベース（研究、教務、人事、財務会計）の連携の不
十分さが影響している可能性がある。大学規模で見た場合には、全ての規模で「学修成果に関す
ること」が最多であった（それぞれ 100%、74.4%、73.9%）。 
 
（２）IR 担当者は大学執行部の期待に応えられているか 
 設置形態と大学規模を分けずに全体で見ると、上記の「期待していた活動内容」について、当
初の期待と現況がどの程度合致しているかを尋ねた設問では（回答数：176 校）、「とても合致し
ている」が 22.7%、「やや合致している」が 46.0%、「どちらともいえない」が 23.9%、「あまり合
致していない」が 7.4%、「まったく合致していない」が 0%であり、現状が当初の期待に概ね沿っ
たものとして捉えられていた。 
設置形態別に見ると、全体と同様に当初の期待に概ね沿ったものとして捉えられているものの、
表 1の通り、国立と私立で「とても合致している」の割合が比較的高く、公立で「あまり合致し
ていない」の割合が比較的高かった。 

 
表 1：設置形態別に見た当初の期待との合致度 

 
 大学規模別に見ると、全体と同様に当初の期待に概ね沿ったものとして捉えられているもの
の、表 2の通り、大規模と中規模で「とても合致している」の割合が比較的高く、小規模で「あ
まり合致していない」の割合が比較的高かった。 
 

表 2：大規模別に見た当初の期待との合致度 

 
（３）IR 担当者はどのように配置されているか 
  「IR 担当者の人員配置にあたり、IR 活動を遂行するために必要となる能力のバランスに目
配りをしている方はいますか」との設問に対して、設置形態別に見た場合、公立大学で「いない」
の割合が比較的高かった（表 3）。3.2.で公立大学において大学執行部の期待との合致度が比較
的低かったことと関係している可能性がある。 
 

表 3：設置形態別に見た能力バランスの配慮 

 
 大学規模別に見た場合、小規模で「いる」の割合が比較的高かった（表 4）。限られた人的資源
の中でも、人間関係の距離の近さによって、お互いの能力や特性を理解しやすいという小規模大
学の利点を活かして、適材適所の人員配置を行っていることが考えられる。ただし、3.2.で見た
通り、小規模大学は大学執行部の期待との合致度が比較的低く、小規模大学においては能力バラ
ンスを考慮した人員配置とは別の要因が大学執行部の期待との合致度に影響している可能性が
ある。 
 
 
 

国立
（27校）

公立
（23校）

私立
（126校）

とても合致している 29.6% 8.7% 23.8%
やや合致している 48.1% 43.5% 46.0%
どちらともいえない 18.5% 34.8% 23.0%
あまり合致していない 3.7% 13.0% 7.1%
合致していない 0% 0% 0%

大規模
（19校）

中規模
（37校）

小規模
（120校）

とても合致している 31.6% 32.4% 18.3%
やや合致している 47.4% 43.2% 46.7%
どちらともいえない 21.1% 21.6% 25.0%
あまり合致していない 0.0% 2.7% 10.0%
合致していない 0% 0% 0%

全体 国立 公立 私立
いる 67.8% 70.8% 53.3% 69.7%
いない 32.2% 29.2% 46.7% 30.3%



表 4：大学規模別に見た能力バランスの配慮 

 
 
本研究は、学術的には、IR 活動の質的向上と効果的な人員配置についての理解を深める新た

な視点を提供した。大学経営におけるデータに基づく意思決定を支えるための重要な知見を提
供することで、教育研究の改善に寄与した。社会的には、本研究の結果は、それぞれの大学が自
大学の状況に応じた最適な IR 活動を展開し、着実に実施していくための手がかりを提供するも
のである。本研究により、これまで以上に効果的な大学運営が可能となり、大学教育の質向上に
つながることが期待される。 
 
 
 
 

全体 大規模 中規模 小規模
いる 67.8% 60.0% 65.5% 70.4%
いない 32.2% 40.0% 34.5% 29.6%
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